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※
Ｎ
は
新
規
項
目
。
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
一
部
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
の
長
期
化
が
予
想

さ
れ
る
中
、
当
地
域
に
お
き
ま
し
て
も
、
営
業
活
動
の
縮
小

や
他
地
域
へ
の
移
動
の
自
粛
等
、
と
り
わ
け
企
業
体
力
に
乏

し
い
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
済
活
動
に
お
い
て
多

大
な
る
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
国
・
県
・
高
岡
市
に
お
か
れ
て
は
、

事
業
継
続
の
た
め
に
、
助
成
金
・
補
助
金
・
融
資
等
の
様
々

な
支
援
策
を
打
ち
出
さ
れ
、
多
く
の
事
業
者
の
救
済
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
悪
化
等

の
影
響
は
、
今
後
タ
イ
ム
ラ
グ
と
し
て
発
生
す
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
、
中
・
長
期
的
な
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
た
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
経
済
対
策
支
援
制
度

の
継
続
的
な
支
援
に
つ
い
て
、
格
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し

ま
す
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
補
助
金
、
給
付
金
、

融
資
等
各
種
支
援
の
継
続
・
強
化

②
公
共
工
事
・
事
業（
物
販
、
役
務
等
含
む
）の
早
期
発
注
及
び

原
材
料
費
等
の
価
格
変
化
を
考
慮
し
た
予
定
価
格
の
見
直
し

等
柔
軟
な
対
応
の
実
施

③
業
績
が
悪
化
す
る
事
業
者
へ
の
市
民
税
・
法
人
市
民
税
等
の

市
税
の
猶
予
と
減
免
措
置
の
実
施

　

近
年
、
全
国
各
地
で
地
震
や
洪
水
、
台
風
な
ど
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
昨
年
秋
の
台
風
19
号
の
豪
雨
に
よ
り
河

川
が
氾
濫
す
る
な
ど
、
東
日
本
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
７
月
の
集
中
豪
雨
で
は
、
熊
本
県
を

中
心
と
し
た
九
州
各
地
で
多
く
の
死
傷
者
、
行
方
不
明
者
を
出

す
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

高
岡
市
に
お
い
て
は
、
本
年
３
月
に
最
大
雨
量
に
対
応
し
た

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
版
を
策
定
さ
れ
、
す
で
に
市
民

や
事
業
所
へ
の
配
付
を
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
よ
る
と
、
１
０
０
０
年
に
一
度
の
大
雨
で
市
内
の
す

べ
て
の
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
は
、
ほ
ぼ
全
域
が
浸
水
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
災
害
発
生
時
に
市
民
生
活
や
経
済
活
動
が
著
し

く
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
減
災
対

策
を
中
心
と
し
た
防
災
対
策
の
強
化
に
格
別
の
ご
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。

Ｎ
⑴
主
要
河
川
に
お
け
る
ダ
ム
の
機
能
及
び
堤
防
の
強
化

Ｎ
⑵
適
時
適
切
な
防
災
情
報
の
提
供

Ｎ
⑶
避
難
場
所
の
再
チ
ェ
ッ
ク
と
十
分
な
収
容
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

　

第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム「
５
Ｇ
」は
、「
高
速
・
大
容

量
」・「
多
数
端
末
接
続
」・「
低
遅
延
」を
特
徴
と
し
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の

普
及
や
自
動
運
転
サ
ポ
ー
ト
、
遠
隔
医
療
な
ど
を
は
じ
め
、
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
の
革
新
を
も
た
ら
す
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
は
、
周
波
数
帯
の
高
い「
５
Ｇ
」は
電
波
の
到
達
距
離
が

短
い
こ
と
も
あ
り
、
全
国
的
に
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
渡
る
に
は
相

　

11
月
４
日
、
塩
谷
雄
一
会
頭
は
じ
め
、
山
口
正
志
、
吉
岡
周
、

川
西
邦
夫
、
菅
野
克
志
各
副
会
頭
、
荻
原
隆
夫
専
務
理
事
並
び
に

当
所
青
年
部 

丸
中
耐
会
長
、
河
合
知
広
専
務
理
事
ら
が
高
岡
市

役
所
を
訪
れ
、
髙
橋
正
樹
市
長
に
令
和
３
年
度
の
市
予
算
編
成
に

向
け
た
要
望
書
を
手
渡
し
、
そ
の
実
現
を
求
め
た
。

　

今
回
の
提
案
要
望
は
、
重
点
要
望
６
項
目
を
含
む
20
項
目
の
ほ

か
、
新
規
に
青
年
部
か
ら
観
光
分
野
の
３
項
目
を
加
え
た
全
23

項
目
。
塩
谷
会
頭
は
、「
高
岡
市
に
お
い
て
は
、
財
政
健
全
化
に

取
り
組
む
厳
し
い
財
政
運
営
の
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
り
、
各
種
の
経
済
対
策
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
感
謝

し
た
い
。
商
工
会
議
所

と
し
て
、
直
面
す
る
地

域
の
課
題
に
つ
い
て
議

論
し
た
要
望
項
目
な
の

で
、
十
分
に
汲
み
取
っ

て
い
た
だ
き
、
新
年
度

の
事
業
計
画
に
反
映
し

て
欲
し
い
。」と
市
側
に

要
望
。
髙
橋
市
長
は
、

「
各
分
野
に
わ
た
っ
て

詳
細
な
要
望
を
い
た
だ

き
感
謝
し
た
い
。
要
望

内
容
を
担
当
部
署
と
協

議
し
、
新
年
度
事
業
に

盛
り
込
む
よ
う
検
討
し

て
い
き
た
い
。
青
年
部

と
の
意
見
交
換
会
に
つ

い
て
は
、
す
ぐ
に
対
応

し
た
い
。」と
応
え
た
。

重
点
要
望
事
項

Ｎ
１
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
継
続
支
援
に
つ
い
て

　

２
．
高
岡
市
の
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

３
．
防
災
（
減
災
）
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

Ｎ
４
．
第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
「
５
Ｇ
」
の
普
及

促
進
に
つ
い
て

塩
谷
会
頭
ら
正
副
会
頭
が

高
岡
市
に
提
案
要
望
を
行
う
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当
の
時
間
を
要
す
る
と
と
も
に
、
基
地
局
を
整
備
す
る
場
所
の

確
保
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

高
岡
市
に
お
い
て
は
、
今
年
度
よ
り
、
御
旅
屋
通
り
商
店
街

一
帯
に
お
い
て
、
高
岡
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
と
御
旅
屋
通
り
商
店
街
振
興

組
合
が
共
同
で
実
施
す
る
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
活
用
し
た
高
速
通

信
空
間
の
整
備
を
し
、
新
た
な
賑
わ
い
創
出
事
業
の
試
験
的
な

取
り
組
み
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
導
入
へ
の
積
極
的

な
支
援
を
実
施
さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の「
５
Ｇ
」の
普
及
促

進
を
見
据
え
、
市
有
施
設
へ
の
優
先
的
な
基
地
局
の
設
置
に
つ

い
て
、
格
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

重
要
文
化
財
勝
興
寺
は
、
現
在
、
第
Ⅱ
期
工
事
と
し
て
進

め
ら
れ
て
き
た
本
坊
等
の
修
理
が
令
和
２
年
度
中
に
完
了
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
修
理
に
よ
っ
て
、

全
国
の
寺
院
建
築
に
例
が
な
い
城
郭
風
の
造
り
で
あ
る
こ
と

な
ど
新
た
な
発
見
も
あ
り
、
国
宝
指
定
に
向
け
た
勝
興
寺
の

さ
ら
な
る
魅
力
向
上
や
地
域
の
文
化
財
と
し
て
の
活
用
に
よ

る
観
光
振
興
な
ど
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
格
段
の
ご
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

⑴
国
宝
指
定
に
向
け
た
調
査
研
究
の
拡
充

　

⑵
勝
興
寺
門
前
の
整
備
促
進（
休
憩
所
、
駐
車
対
策
等
）

　

⑶
勝
興
寺
を
中
心
と
し
た
賑
わ
い
創
出
事
業
へ
の
支
援

Ｎ
⑷
勝
興
寺
と
瑞
龍
寺
、
中
心
市
街
地
に
あ
る
観
光
資
源
と

の
回
遊
ル
ー
ト
の
策
定

Ｎ
⑸
ふ
る
さ
と
学
習
の
一
環
と
し
て
市
内
小
学
生
全
員
を
対

象
と
し
た
見
学
会
の
実
施

︿
中
小
企
業
対
策
﹀

︿
中
心
市
街
地
活
性
化
﹀

︿
地
域
振
興
対
策
﹀

︿
観
光
対
策
﹀

Ｎ
⑴
旅
行
や
飲
食
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
需
要
回
復
へ
の
支
援

Ｎ
⑵
市
営
観
光
施
設
の
入
場
料
金
無
料
化（
1
年
間
の
期
間
限
定
）

Ｎ
⑶
着
地
型
旅
行
商
品
の
開
発
と
造
成
へ
の
支
援
強
化

Ｎ
⑷
二
次
交
通
及
び
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
充
実

　

⑸
県
西
部
地
域
の
主
要
な
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
の
連
携
強
化

　

⑹“
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
”と
し
て
の
産
業
観
光
の
推
進

　

⑺
地
域
観
光
情
報
の
発
信
力
強
化

　

⑻
山
町
筋（
守
山
町
）へ
の
大
型
観
光
バ
ス
の
通
行
規
制
解
除

　

⑼
高
岡
の
町
の
由
来
を
し
め
す
旧
町
名
の
復
活

　

⑴
景
観
に
配
慮
し
た
樹
木
等
の
剪
定
・
整
備（
鳥
獣
被
害
対
策

を
含
む
）・
桜
の
植
え
替
え

　

⑵
眺
望
場
所
の
整
備（
土
塁
や
石
垣
、
自
然
景
観
）

　

⑶
散
策
コ
ー
ス
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備

　

⑷
保
存
と
活
用
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
公
園
整
備
計
画
の
策
定

︿
地
域
開
発
﹀

　

⑴
氷
見
線
・
城
端
線
の
直
通
化

　

⑵
全
駅
へ
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
読
み
取
り
機
の
設
置

　

⑶
新
幹
線
新
高
岡
駅
と
の
接
続
の
改
善
と
増
便

Ｎ
⑷
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
の
調
査
研
究

︿
そ
の
他
﹀

︿
観
光
対
策
﹀

要
望
事
項

　

１
．
「
た
か
お
か
企
業
人
材
確
保
推
進
事
業
」
へ
の
継
続

支
援
に
つ
い
て

　

２
．
「
富
山
大
学
先
進
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
」

の
高
岡
市
へ
の
誘
致
に
つ
い
て

　

３
．
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て

Ｎ
７
．
高
岡
古
城
公
園
（
高
岡
城
跡
）
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

　

８
．
北
陸
新
幹
線
新
高
岡
駅
へ
の
「
か
が
や
き
」
定
期
便

停
車
と
臨
時
便
の
継
続
・
増
便
に
つ
い
て

　

９
．
Ｊ
Ｒ
城
端
線
と
氷
見
線
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て

　

10
．
東
海
北
陸
自
動
車
道
飛
騨
清
見
Ｉ
Ｃ
～
小
矢
部
・
砺
波

Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
に
お
け
る
４
車
線
化
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　

11
．
能
越
自
動
車
道
高
岡
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
開
発
に
つ
い
て

　

12
．
伏
木
富
山
港
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　

13
．
道
路
整
備
の
推
進
に
つ
い
て

　

14
．
高
峰
譲
吉
博
士
の
顕
彰
事
業
の
充
実
に
つ
い
て

　

４
．
首
都
圏
に
お
け
る
地
場
産
品
の
販
売
支
援
に
つ
い
て

　

５
．
芸
術
文
化
の
活
動
拠
点
と
な
る
大
型
市
民
ホ
ー
ル
の

設
置
に
つ
い
て

　

６
．
観
光
客
受
入
態
勢
の
充
実
に
つ
い
て

　

５
．
旧
富
山
銀
行
本
店
建
物
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

　

６
．
重
要
文
化
財
勝
興
寺
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
つ
い
て

高
岡
商
工
会
議
所
青
年
部
か
ら
の
要
望
事
項

　

１
．
著
名
な
観
光
親
善
大
使
に
よ
る
地
域
観
光
情
報
の
発
信

に
つ
い
て

　

２
．
観
光
商
品
の
シ
リ
ー
ズ
化
に
よ
る
効
率
的
な
Ｐ
Ｒ
に

つ
い
て

　

３
．
民
間
と
行
政
の
連
携
と
意
見
交
換
会
の
実
施
に
つ
い
て
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提案型営業手法セミナーを開催
顧客獲得に繋がる営業スタイルを学ぶ

　自身の営業スタイルを見直し、実践的な営業力を身

に付けることを目的とした提案型営業手法セミナーを

高岡商工ビルで開催し、16社32名が出席した。講師の

㈱クリアストリーム・コンサルティング 代表取締役 伊

藤 康雄氏からは、提案型営業のメリットや提案型営業

を実践するためのマーケティング思考、営業の基本ス

キルについて説明があり、参加者らは実際の営業場面

を想定した演習等を通じて提案型営業の手法を学んだ。

若手社員フォローアップ研修を開催
ビジネススキルの更なる向上を目指す

　今年度新規採用者及び入社３年以内の方を対象に、

組織人として基本となるビジネスマナーを再確認する

若手社員フォローアップ研修を高岡商工ビルで開催し、

20社44名が参加した。研修では今後の後輩指導や対外

活動のために必要とされる接遇の在り方や、ストレス

耐性強化にもつながるセルフケア力について説明があ

り、参加者らは入社からこれまでを振り返りながらビ

ジネスパーソンとしての基本スキルを学んだ。

販路開拓ブラッシュアップ
研究会を開催

展示商談会に向け商談力向上を目指す
　展示商談会に向けて一押し商品の販売計画・営業戦

略を立案し、成果を上げる展示・陳列方法や商談に必

要な対応などを学ぶ販路開拓ブラッシュアップ研究会

を高岡商工ビルで開催し、11社12名が参加した。研究

会は11月末まで全6回開催され、参加者らは講座やロー

ルプレイングを通して自社分析や事業計画の作成、プ

レゼン商品のブラッシュアップなどを行い、自社商品・

サービスの魅力発信を図る。

地場産センター「ZIBA」
移転オープン

新拠点で伝統工芸発信スタート
　高岡地域地場産業センターが高岡市開発本町から御
旅屋セリオ２階に移転オープンした。高岡銅器、高岡
漆器、越中福岡の菅笠、井波彫刻、庄川挽物木地、越
中和紙など県内の伝統工芸品の魅力を街中の新拠点か
ら発信し、観光誘客や中心市街地活性化を目指す。移
転を機に愛称を「ＺＩＢＡ」とし、展示スペースを明る
く開放的な雰囲気に一新した。幕開けを記念し、オー
プニングセレモニーが行われた他、体験会や講演会も
開かれた。

9.30〜
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　「高岡で生まれたクラフトとその現在展」が御旅屋セリオ２階特設会場で開かれ、市内作家・事業者による過去の
コンペの入賞作品と現在制作している作品計83点が並んだ。今年度の展示は、「工芸都市高岡クラフトコンペ」が新
型コロナの影響で中止となったため、過去33回を振り返り、未来を展望する機会にしようと企画されたもの。富山
大学芸術文化学部と高岡伝統産業青年会でつくる「クリエイ党」の入選・入賞作品や今年度制作した作品47点を集め
た展示や、高岡市内の小学５・６年生と中学１年生による「ものづくりデザイン科」の作品展も併せて開催された。

「
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10.3～ 11

全商女性連総会にオンライン参加
倉敷からの生配信を視聴

　今年度の全国商工会議所女性会連合会総会は新型コ
ロナウイルス感染拡大防止のため全国各地から集まる
ことを避け、オンライン形式での開催となり、当所女
性会は倉敷から生配信される総会の様子を高岡商工ビ
ルで視聴した。オープニングには各地女性会の写真や
動画をまとめた映像が流れるなど遠隔でも一体感を感
じる演出がなされ、総会では女性起業家大賞や女性会
の表彰、大原美術館 理事長の大原あかね氏による記念
講演が行われた。

常議員会を開催
高岡市への提案要望等について審議

　令和３年度高岡市への提案要望に向けた常議員会が

高岡商工ビルで開催され、要望内容等について審議さ

れた。新型コロナウイルス感染症対策の継続支援や第

５世代移動通信システム「５G」の普及促進など新規重

点項目を含めた全20項目の要望事項について説明があ

り、すべて承認された。常議員会後には、ジェイ・キャ

ス株式会社から、富山・関西を結ぶ航空路線の開設計

画についての説明会も行われた。

10.23 10.19


